
○

府営住宅のコミュニティづくりについて、当該地域に
おいても交流会を実施したいと考えておられたとこ
ろであり、連携して事業を進めることができた。

府営住宅の取り組みでは、これからも地域で
交流会を実施することを検討されており、さ
らに住民同士が関係づくりを行う機会が生ま
れると期待される。

76人

〇

尼崎市の先進事例を参考に、まちづくりカー
ドによるゲームの作成および実施により、楽
しんでまちづくりについて考えていただく場づ
くりができた。府営住宅では、地域の集会所
にカフェを設け、健康体操などを楽しみなが
ら交流していただくことができた。

・人づくり・場づくりの取り組み
新たな担い手の発掘、活用されていない拠点の情報
等を整理し、それぞれのマッチングを行う。
・府営住宅におけるコミュニティ再生の支援
府営住宅の集会所を活用し、引っ越し対象の住民と既
存住民とのコミュニティづくりの場を提供する。

拡充
継続
見直し
廃止

人材育成講座では参加者皆で南区の資源、魅力や住民の困りごとを踏まえたまちづくりについ
て考えることができた。また活動を始めたい人に向け、まちづくりカードや活動のための準備な
どに関する冊子を作成した。府営住宅の交流会について、地域の方々自身が主体的に住民へ
の周知やカフェの準備など取り組まれる機会となり、そのこと自体が地域の力につながったと考
える。
※人材育成講座及び府営住宅の交流会、いずれも新型コロナウイルスの感染拡大防止のた
め、一部中止した。

今後の方向性（課題、改善提案等）

◎

⑤自立発展性

○

コミュニティづくりの活性化に向けて、具体的
な活動に結びつくことを目的に「人」（次世代
の担い手）の育成と活動できる「場」の掘り起
こしを行った。府営住宅の取り組みでは、カ
フェを実施し、住民同士が出会い、交流を図
ることができた。

いずれのイベントも、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため途中で中止となってしまったが、それまでに実施してきた「人」と「場」の掘り起こし及びその情報提供、また地域で
自立して住民の関係づくりを進めていく基盤づくりができたことから、当事業については、今年度の二つの取り組みをもって廃止とする。

「人」の発掘として、人材育成講座を開催し、
これから地域活動を行いたい方、すでに活
動をしており深めたい方に参加いただき、南
区のまちづくりについて考える機会を設け
た。府営住宅の取り組みでは、地域の単位
自治会や校区福祉委員会、地元の大学にも
協力いただき実施した。

〇

Ｒ１

総合評価

活動指標 H2９

〇

府営住宅交流会参加者数

南区　区域まちづくり事業　効果検証シート

－ 延べ76人
人材育成講座
（体験会、第1回、第2回講
座）

事業名称 実施主体

コミュニティづくり支援事業

事業内容

－

南区内におけるコミュニティづくりを支援し、活性
化させることで、地域間交流の機会を増やす。

南区役所企画総務課

－

④効率性

事業目的

①妥当性 ②協働の視点 ③インパクト

H３０

－


